インダス・プロジェクトを終えるにあたって by 長田 俊樹































































クトが本研究となったのは 2007 年 4 月のことである。本研究になるまでが結構長かった。も
う一度、原点に戻って、本研究までの道のりから述べてみたい。



































かもしれない。7 月 11 日には和田教授から採用通知の電話をもらい、地球研への赴任が決まっ
たのである。





たくなく、他人事として聞いていた。2004 年 4 月からは FS となった。その当時は FS でも
1000 万の予算がついたので、事務に沖田さんに入ってもらった。5 月にはカラクワルさんが客
員として赴任し、プロジェクト態勢が整ったことになる。2005 年 1 月にはカラクワルさんに
インドに行ってもらい、発掘地をカーンメールと決め、2005 年 3 月の評価委員会に臨んだ。












点が 0 点から 4 点まであり、評点の平均点が 2.0 以上あると本研究に進めるという制度になっ
ていたが、私のプレゼンにつけられた評価は 0 点を付けた人が 5 人もいて、16 人の平均点は 1
点にも満たないものだった。私自身、プレゼンがひどかったので、プロジェクトが本研究に進
むのが難しいことは納得していたが、この 0 点には正直驚いた。文系の先生方なら、いくらプ






























































































































3　プロジェクトの本研究 2007 - 2010
　2007年 4月から本研究が始まった。それを機に、上級プロジェクト研究員として、大西さんが、
プロジェクト研究員として上杉さんと寺村さんが、そしてプロジェクト推進支援員として園田






































　つぎに、発掘の許可について述べる。これは ASI (Archaeological Survey of India) が担当部署で
ある。いつも 7 月に申請書を出し、10 月に申請書を検討する会が開催され、許可が下りれば、































（BHU）と共同で、『Land, Water and Settlement』という名のプロジェクトを立てたのは 2007 年
のことで、以下を謳い文句としている。
 Archaeologists and geographers have long debated the possible link between environmental change 
and the rise and fall of the earliest civilizations in South Asia. is collaborative project is the rst stage of a 
broader programme that will integrate geographical and archaeological eld research and analysis to recon-
struct the transforming cultural and environmental landscape of northwest India in the critical period between 
2000 and 300 BC. is was when the courses of a number of major rivers are believed to have shifted. 
 is project marks the rst integrated investigation of the environmental and cultural processes that 
accompanied these shifts and their impact on cultural development, and brings together the best of Indian 
and British expertise in the relevant human and environmental sciences. Understanding how and why past In-
dian societies responded to environmental threats and changes has critical resonance with current questions of 
human response to climatic and environmental change.
　これを読んで一番の感想は、われわれのプロジェクトとなんと似ていることか、ということ
であった。とくに、この二番目のパラグラフで is project marks the rst integrated investigation of 
































て、2011 年 1 月 1 日に執筆したものをベースとしている。ここで示される考えは言うまでも
なく私個人のものである。ご意見があれば、なんなりと寄せていただきたい。



















にある。2005-2009 年の過去 5 年間の年間降水量平均（データはインド気象庁による）を比べ
ると、カーンメール遺跡のあるカッチ県のブジでは 460 ミリに対し、ファルマーナー遺跡のあ
るロータク県ロータクでは 490 ミリとほとんど変わらないが、前者は 10 月から 5 月まで月別
降水量が 1 ミリ以下（ただし 2008 年 12 月に 14.6 ミリ記録したが、これは例外である）なの
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ている。
　インダス文明は決して大河文明ではない。大河文明とは、大河がもたらす水の恩恵によって
成立している文明をいう。たしかに、インダス水系沿いのモヘンジョダロやハラッパーはこう
した川に依存していただろう。しかし、インド・グジャラート州やパキスタンのマクラン海岸
などはアラビア海に面している。また、最近のパキスタン・SAL 大学のマッラーさんの研究に
よると、タール砂漠の西端沿いにインダス文明遺跡が広がっていることがわかってきた。これ
ら遺跡に住んでいた人々は乾燥地帯で、どのように生活してきたのか。発掘がおこなわれてい
ない現在の段階で、はっきりとしたことはわからないが、彼らは農業定住民よりも遊牧民だっ
たのではないだろうか。ヨルダンでの藤井純夫金沢大学教授の研究などは砂漠地帯での生存手
段やドメスティケーションのプロセスを考えるうえで手助けとなろう。
　大河文明ということで言えば、インダス川以外のガッガル＝ハークラー川が大河だったとい
う説もある。しかし、これは前杢教授グループの研究で、現在のガッガル川が少なくともイン
ダス文明期に大河だった可能性は否定されている。ガッガル川流域に広がる砂丘地帯はインダ
ス文明期以前にはすでに存在しており、砂丘のうえに、インダス文明遺跡がある。インダス文
明は単にモヘンジョダロやハラッパーのような大都市だけが存在したのではなく、こうした都
市間を結ぶ地域にも、遊牧民や工芸職人などが点在し、かなり流動性の高い、他の地域に依存
しあった社会だった。
　こうした交易による、他地域とのゆるやかな連合体としてのインダス文明は、バランスによっ
て成立していた。ところが、グジャラート州では海水準が 2 ｍほど下がったことから、かなり
の船舶輸送はおこなえなくなった。また、冬雨地帯は年間降水量が少ない地域だが、モンスー
ンによって大量の夏雨がもたらされる地帯の方が農業に適する。こうした情報は遊牧民やアク
セサリーなどを運ぶ移動商人などによって、かなり広い地域に行き渡っていたため、現在のパ
キスタン地域よりインド側へと人々は移住していったのだろう。いろんな物資の交流を促進さ
せるために発達していったインダス文明の大都市は、こうした交流の滞りとともに、都市機能
を果たさなくなっていったのがインダス文明の衰退なのではなかろうか。
　これまでの文明観を根底から覆す発想が必要である。従来はどうしてもエジプト文明やメソ
ポタミア文明の同時代の古代文明から類推するのが一般的であった。そこで、穀物倉などは必
須のアイテムと考えられ、モヘンジョダロでも、ハラッパーでも穀物倉跡とする遺構がある。
しかし、それは近年否定されてきている。ハラッパー遺跡のいわゆる「穀物倉」跡を説明する
立て看板には穀物倉ではないとはっきり書かれているほどだ。また、一世を風靡したアーリヤ
人侵入説も、権力闘争史観とでもいうべき考え方に基づいた安易な考え方だった。これらすべ
てはヨーロッパ人中心主義的な古代文明観が色濃く反映されている。そういっていいと思う。
では、われわれはどう考えていけばいいのか。多民族多言語社会で、多種多様な生業をもつ人々
が寄り集まって大きな大都市が生まれ、農業の形態も、住居空間も地域的なことなりをもち、
しかしインダス印章や貴石類などを共通の文化要素として共有していた人々、これらがインダ
ス文明を担った人々の実体なのである。こうした多種多様な混雑した社会は他ならぬ現代のイ
ンド社会とも共通している。つまり、インダス文明を理解するキーは現在インド社会にある。
これが、このプロジェクトで得たインダス文明観である。
